一 一 科 会 (カタログ 順) 

ありし まいく ま 

有 島 生 馬 氏。 この 人の 色彩が 私に は あまり 愉快で 

ない。 いつも 色と 色と がけん か をして いるよう で 不安 

を 感じさせられる。 ことしの 絵 も 同様で ある。 生得の 

柔和な 人が 故意に 強が つてい るよう な わざとら しさ を 

感じる。 それ かと 言つ てルノ アル ふうの 風景 小品に も 

ルノ アルの 甘み は 出て いない。 無気味 さが ある。 少し 

色け を 殺す とこの 人の 美しい 素質が 輝いて 来る と 思う。 

ビッ シェ— ル。 この 人の 絵に は 落ち着いた 渋み の 

奥に エロ ティ ックに 近い 甘 さが ある。 ことしの は 少し 



くだもの 

われる。 果物 やばら の バック は 新しい と 思う。 「初夏」 

の 人物 は 昨年のより 柔らかみが 付け 加わって いる。 私 

は 「1 母」 の 静物の 平淡な 味 を 好む。 少しの あぶなげ も 

ない。 

横 井 礼巿。 この 人の 絵 はうる さいと ころがなくて 

よい。 涼しい 感じが ある。 この 人の 絵の 態度 は 行きつ 

まらない。 どこまでも 延びうる と 思う。 

ゆ あさいちろう 

湯 浅 一 郎。 巧拙に かかわらず 一 人の 個人の 歌集が 

おもしろ いように 個人 画家の 一 代の 作品の 展覧 はいろ 

い ろ の 意味 で 真味が 深 い 。 湯 浅 氏 の 回顧 陳列 も ある 意 

味で 日本 洋画 界の 歴史の 側面 を 示す ものである。 これ 



は くば か 「> 

を 見る と 白馬 会 時代からの 洋画 界の おさらえが できる 

ような 気がする。 ただこの 人の 昔の 絵と 今の 絵との 間 

にある 大きな 谷に どういう 橋が かか つ ている かが 私に 

はわから ない。 

新しい 人に も おもしろい 絵が あつたが 人と 画題 を 忘 

却した。 なんと 言っても 私に は津 田、 安井 二 氏の 絵 を 

見る のが 毎年の 秋の 楽しみの 一 つで ある。 

美術 院 

近 ごろの 展覧会の 日本画に は ほとんど 興味 をな くし 



ら 魂の はいった 絵 を かく 人が 多い。 一 つ は 材料の 差異 

によるに しても。 

最後に 一 個の 希望と して、 来年 あたりから 二 科 会で 

日本画 も 募集す る 事に したら おもしろい だろうと 思う _ 

ただし 従来 いわゆる 日本画の 教養 を 受けた 人 は 出品の 

資格がない という 事に して —— これ は コント 口 ー ルが 

むつ かしい かもしれ ない が —— そうして 新しい 日本画 

を 募集して みたら どうであろう。 その 結果 はお そらく 

沈滞した 日本画 界に画 時代 的の 影響を及ぼす ような も 

のにな り はしない か。 そうな つたら 自分 も 一 つやって 

みょう かな どと このよう なた わい もない 夢の ような 事 



を 思う の も やはり 美術 シ —ズ ン の 空気 に 酔わされた 影 

響か もしれ ない。 

勝手な こと を 書いて 礼 を 失した ところが 多い と 思う- 

しかし 私の 悪口 は 絵に 対しての 悪口で ある。 名前 を あ 

げた 限りの 「人」 に対して は 好意と 敬愛の ほか 何物 も 

持って いない 事 を この 機会に 明らかにして おきたい。 

悪言 多 罪。 

(昭和 一 一年 十 一 月、 霊山 美術) 
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